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Development of Nuclear Data Processing Code FRENDY Version 2 
(1) Overview of FRENDY Version 2 
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核データ処理コード FRENDY 第 2 版を開発した。本発表では、第 2 版の概要と特徴について説明する。 

キーワード：FRENDY，核データ処理，ACE，多群定数作成，NJOY，JENDL 

1. 背景 2019 年 3 月に核データ処理コード FRENDY 第 1 版を公開した。第 1 版では、MCNP や PHITS な

どの連続エネルギーモンテカルロ計算コード用の ACE ファイル作成機能のみで、核データ処理コードユー

ザーのニーズに応えるには十分ではなかった。そこで、第 1 版公開後も多群定数作成機能 1)や確率テーブ

ルの統計誤差計算機能、ACE ファイルのポイントワイズ断面積摂動機能、ENDF-6 形式の核データファイ

ルの修正機能など、様々な機能の開発を続けてきた。これらの機能をまとめ、2022 年 1 月に FRENDY 第 2

版として JAEA のウェブサイト(https://rpg.jaea.go.jp/main/ja/program_frendy/)から公開した。 

2. FRENDY の多群定数作成機能 FRENDY の多群定数作成機能は、図 1 に示すように ACE ファイルから

多群ファイルを作成する。また、対応している多群定数フォーマットは

GENDF 形式と MATXS 形式の 2 つである。FRENDY の多群定数作成機能

では、中性子入射及び熱中性子散乱則の処理のみに対応しており、荷電粒

子等については現時点では対応していない。また、1 月に公開したバージ

ョンでは二次γ線データの出力機能が整備されていない。本機能について

は、本年夏頃を予定している次回のアップデートで実装する予定である。 

FRENDY 独自の多群定数作成機能の特徴としては以下のようなものが

ある。なお、(2)で報告する厳密共鳴散乱の考慮については、次回のアッ

プデートで実装する予定である。 

・ 背景断面積の自動設定 2) 

・ 物質中の複数の共鳴核種(U-235、U-238 など)の共鳴干渉効果の考慮 

・ 厳密共鳴散乱の考慮 

FRENDY では、独自の入力形式だけでなく、NJOY の入力をそのまま利用することも可能である。対応

している NJOY の入力は MODER、RECONR、BROADR、GASPR、THERMR、PURR、UNRESR、ACER、

GROUPR、MATXSR である。ただし、背景断面積の自動設定など、FRENDY の独自機能については NJOY

の入力では利用することができない。これらの新機能や、既存の ACE ファイルから多群定数を作成する機

能などについては、FRENDY の独自入力でのみ利用可能である。FRENDY の独自入力の詳細や入力例につ

いては、FRENDY のパッケージに同梱されているマニュアルに記載されている。 

3. 今後の予定 上述した二次γ線データの出力機能や厳密共鳴散乱の考慮など、今後も機能を追加し、順

次公開していく予定である。また、FRENDY 第 3 版に向け、今後は KERMA 係数の計算機能や共分散デー

タの処理機能などを開発する予定である。 
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図1 FRENDYの多群定数作成の流れ
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